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暴酬e
（財）日産科学振興財団　2005年（平成17年）度「学術研究助成」の募集

　（財）日産科学振興財団（理事長：カルロス・ゴーン）

は，「環境」・「自動車」・「教育」の3分野の重点化に加

え，助成対象を一層フォーカスした下記研究助成を募

集致します．

1．助成対象

　環境研究：大気中のCO、削減を目指した太陽エネ

　　ルギーの有効利用に関する基礎研究で，特に①人

　　工光合成②有機太陽電池③樹木の光合成促進に

　　関する研究を重点課題とする．

　認知科学研究：人と機械のインターフェース革新を

　　目指した認知科学研究で，特に①自動車運転者の

　　知覚・認知・判断メカニズム②幼児・子供の健全

　　なコミュニケーション能力発達支援に関する研究

　　を重点課題とする．

2．助成要件：

　　・ポスド久助手クラスの研究者が自ら計画した

　　　研究課題を自律的に推進する個人研究

　　・原則として申請研究課題については，科研費等

　　　公的研究助成および他民間財団からの研究助成

お問い合わせ

　　　を受領または予定がないこと

3．申請者の資格：日本の大学など我が国の非営利の

　　学術研究機関に所属（勤務）するポスドク，助手

　　クラスの主として若手の研究者

4．助成金額：1件あたり150万円程度

5　採択予定：環境研究13件程度

　　　　　　　認知科学研究7件程度

6．助成期間：平成18年4月より1年問

7．応募方法と締切：

　　・電子メール応募と郵送のセット応募（FAX応

　　　募は不可）

　　・10月31日（月）締切

　＊詳しくは財団ホームページをご覧下さい

　URL：http：／／www．nissan－zaidan．orjp
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